
解説／女子少年院在院者を対象とした「性に関するプログラム」の改訂について （令和 5年 4月．刑政134巻 4 号）

解

説

女
子
少
年
院
在
院
者
を
対
象
と
し
た

「
性
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
改
訂
に
つ
い
て

官
民
競
争
入
札
等
監
理
委
員
会
事
務
局
参
事
官
補
佐

前
矯
正
研
修
所
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
効
果
検
証
官

牛う
し

島じ
ま

織お
り

恵え

矯
正
研
修
所
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
効
果
検
証
官

坂さ
か

井い

智と
も

美み

一　

は
じ
め
に

読
者
の
皆
様
は
、
女
子
の
少
年
院
在
院
者
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。
近
年
、
矯
正
施
設
へ
入

所
（
院
）
す
る
者
は
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
女
子
の
少
年

院
在
院
者
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
三
年
の
一
年
間
で
、

少
年
院
に
入
院
し
た
女
子
は
一
一
九
人
で
あ
り
、
矯
正
施
設
の
被

収
容
者
の
中
で
は
一
番
の
少
数
派
と
な
っ
て
い
ま
す
。

女
子
の
在
院
者
の
特
徴
と
し
て
、
覚
醒
剤
取
締
法
違
反
や
ぐ
犯

を
主
非
行
と
す
る
者
の
多
さ
や
、
被
虐
待
経
験
を
有
す
る
者
の
多

さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
女
子
を
収
容
す
る
少
年
院
で

は
、
在
院
者
の
非
行
の
背
景
に
、
被
虐
待
経
験
を
含
む
様
々
な
被

害
経
験
等
を
背
景
と
し
た
自
己
肯
定
感
の
低
さ
や
、
安
定
的
な
人

間
関
係
を
築
く
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
様
々

な
実
践
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
（
藤
原
、
二
〇
一
九
）。

そ
の
代
表
と
も
言
え
る
の
が
、
平
成
二
九
年
に
策
定
さ
れ
、
令

和
四
年
度
か
ら
本
格
的
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
「
女
子
少

年
院
在
院
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
「
女

子
プ
ロ
」
と
い
う
。）
で
す
。
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女
子
プ
ロ
は
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
五
年
間
に
わ
た
り
、
女
子

を
収
容
す
る
少
年
院
全
一
一
庁
と
、
基
幹
少
年
鑑
別
所
八
庁
か
ら

構
成
さ
れ
る
「
女
子
少
年
院
在
院
者
の
処
遇
に
関
す
る
検
討
会
」

（
以
下
「
検
討
会
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
開
発
、
試
行
、
効
果
検

証
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
影
山
（
二
〇
一

五
）
を
参
照
）。
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
そ
の
前
身

で
あ
る
効
果
検
証
班
の
時
代
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
維
持
管
理
・

効
果
検
証
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
女
子
プ
ロ
の
う
ち
、
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
で
改
訂

作
業
を
行
っ
た
「
性
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
、
概
要

と
ポ
イ
ン
ト
を
御
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
、
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
全
て
筆
者
の

私
見
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

二　

プ
ロ
グ
ラ
ム
改
訂
の
概
要

（
一
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
位
置
付
け

女
子
プ
ロ
は
、
各
施
設
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
経
験
や
知
見
を
基

に
、
外
部
の
専
門
家
か
ら
の
助
言
を
得
な
が
ら
検
討
さ
れ
た
も
の

で
、
言
わ
ば
「
施
設
発
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
点
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

女
子
の
在
院
者
の
多
く
に
共
通
す
る
処
遇
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

主
眼
と
し
た
「
基
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
自
己
を
害
す
る
行
動
が

特
に
深
刻
で
あ
る
な
ど
、
個
別
の
処
遇
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
主
眼

と
し
た
「
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
か
ら
構
成
さ
れ
（
次
頁
図
１
）、「
性

に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
。

女
子
の
在
院
者
の
中
に
は
、
売
春
や
援
助
交
際
、
性
風
俗
店
等

で
の
（
違
法
な
）
稼
働
、
不
特
定
多
数
と
の
性
交
渉
な
ど
、
性
に

関
連
す
る
不
適
切
な
行
動
歴
を
有
す
る
者
が
一
定
数
含
ま
れ
ま

す
。
正
確
な
数
値
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
各
施
設
の

最
近
の
収
容
統
計
か
ら
例
を
挙
げ
る
と
、
女
子
の
在
院
者
の
約
三

割
に
売
春
の
経
験
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

一
方
、
女
子
の
在
院
者
に
お
い
て
は
、
性
に
関
す
る
基
本
的
な

知
識
を
身
に
付
け
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
性
感
染
症
や
予
期
せ

ぬ
妊
娠
、
性
被
害
な
ど
の
問
題
を
抱
え
や
す
い
ほ
か
、
性
に
関
連

す
る
行
動
が
新
た
な
犯
罪
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
、
性
に
つ

い
て
の
指
導
を
女
子
少
年
院
で
指
導
す
る
必
要
性
は
高
い
と
言
え

ま
す
。
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（
二
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
訂
の
背
景

「
性
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
検
討
会
当
時
、
女
子
プ
ロ

の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
「
性
問
題
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し

て
検
討
・
作
成
さ
れ
た
も
の
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
。

性
問
題
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
で
あ

る
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
幅
広
い
在
院
者
を
対
象
に
、
妊
娠
・
出

産
、
育
児
、
中
絶
等
の
性
教
育
を
行
う
「
集
団
指
導
」
と
、
性
問

題
行
動
や
、
そ
の
背
景
に
あ
る
問
題
性
が
深
刻
な
在
院
者
を
対
象

に
、
個
別
の
事
情
を
踏
ま
え
つ
つ
指
導
を
行
う
「
個
別
指
導
」
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
性
問
題
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、「
性
問
題
行
動
」

と
い
う
言
葉
の
あ
い
ま
い
さ
に
加
え
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
眼

が
、個
別
の
処
遇
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず「
集

団
指
導
」
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
誰
を
対
象
と
す
べ
き

か
を
判
断
し
に
く
い
側
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
各
少
年
院
か
ら
は
、
個
別
指
導
に
お
い
て
性
被
害
や
中

絶
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
扱
う
際
、
心
情
が
不
安
定
に
な
る
在
院
者

が
一
定
数
お
り
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
性
」
を
め
ぐ
る
在
院
者
の
体
験
や
受
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け
止
め
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
、
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
適
切
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
性
問
題
行
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
そ
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
十
分
に
は
示
さ

れ
て
お
ら
ず
、
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
各
指
導
者
が
探
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｄ
Ｖ
や
ト
ラ
ウ
マ

を
始
め
、
在
院
者
の
背
景
に
あ
る
「
被
害
者
性
」
へ
の
手
当
て
や

性
教
育
分
野
の
知
見
の
充
実
化
は
、
外
部
有
識
者
か
ら
も
指
摘
さ

れ
て
い
た
部
分
で
あ
り
、
改
訂
へ
の
反
映
が
急
が
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和

二
年
度
か
ら
約
二
年
間
に
わ
た
り
、
検
討
会
で
作
成
さ
れ
た
「
性

問
題
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
改
訂
し
、「
性
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
し
て
再
構
成
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
次
節
か
ら
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
以
降
は
、
便
宜
上
、
検
討
会
で
作
成
さ
れ
た
「
性
問
題

行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
「
旧
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
、
当
セ
ン
タ
ー
で

改
訂
し
た「
性
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を「
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
、

そ
れ
ぞ
れ
呼
ぶ
こ
と
と
し
ま
す
。

三　

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ポ
イ
ン
ト

（
一
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
本
化

旧
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
「
集
団
指
導
」
と
「
個
別
指
導
」
を
、

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
個
別
指
導
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
一
本
化
し

た
上
で
、
そ
の
対
象
者
を
「
売
春
を
始
め
、
不
特
定
多
数
の
他
者

と
の
性
的
接
触
行
為
に
よ
り
報
酬
を
得
て
い
た
者
及
び
そ
の
周
辺

領
域
に
あ
っ
た
者
」
と
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
本
化
に
当
た
っ
て
は
、
旧
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
個

別
指
導
用
教
材
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
も
、
集
団
指
導
で
取
り
扱
っ

て
い
た
性
教
育
に
関
す
る
内
容
を
、
で
き
る
限
り
多
く
盛
り
込
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指

導
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
対
象
者
も
個
別
の
取
組
を
通
し
て
、

性
に
関
す
る
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称
を
、「
性
問
題
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

か
ら
「
性
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
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（
二
）
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
の
知
見
の
取
り
入
れ

ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
（
あ
ら
ゆ
る
臨
床
現
場
に
お

い
て
、
対
象
者
の
行
動
に
及
ぼ
し
て
い
る
ト
ラ
ウ
マ
の
影
響
を
考
慮

し
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
基
本
姿
勢
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
野

坂
（
二
〇
二
一
）
等
を
参
照
）
の
知
見
を
全
体
に
取
り
入
れ
、
被

虐
待
体
験
や
性
被
害
体
験
と
い
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
の
影
響
の
あ
る
在

院
者
に
も
配
慮
し
た
構
成
と
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
元
は
、
対
象
者
の
心
理
的
負
担

を
考
慮
し
て
配
置
し
、
在
院
者
本
人
の
被
害
体
験
そ
の
も
の
は
扱

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
売
春
等
の
「
性
の
売
買
」
に
つ
い
て
は
、
い

わ
ゆ
る
「
売
る
」
側
に
、
少
な
か
ら
ず
被
害
者
的
側
面
や
被
搾
取

的
側
面
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
売
春
行

為
等
へ
の
関
与
自
体
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、

被
害
経
験
の
多
い
人
生
を
生
き
抜
く
た
め
に
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
側
面
も
あ
る
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
依
存
的

な
関
係
性
、
性
的
な
被
害
体
験
、
妊
娠
・
中
絶
と
い
っ
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
も
、
特
定
の
価
値
観
に
基
づ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
持

た
せ
る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
対
象
者
一

人
ひ
と
り
が
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
て

い
ま
す
。

（
三
）
指
導
内
容
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
元
及
び
指
導
内
容
は
表
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
単
元
は
独
立
し
て
お
り
、
対
象
者
の
必
要
に
応
じ
、

特
定
の
単
元
を
部
分
的
に
実
施
す
る
な
ど
の
柔
軟
な
運
用
を
可
能

と
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
訂
に
当
た
っ
て
は
、
全
単
元
に
わ
た
り
、
性

教
育
の
最
新
の
知
見
に
加
え
、
各
種
相
談
窓
口
の
紹
介
や
そ
の
利

用
方
法
等
に
関
す
る
情
報
を
反
映
さ
せ
た
ほ
か
、
深
刻
な
問
題
に

発
展
し
得
る
出
産
・
避
妊
・
中
絶
に
つ
い
て
、
特
に
丁
寧
な
説
明

を
加
え
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
性
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
き
っ
か
け
と
な
る

ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
め
ぐ
る
問
題
や
、
安
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
学
習
す
る
単
元
を
新
設
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
性
の
売

買
に
関
わ
る
行
動
が
、
将
来
的
な
経
済
的
、
職
業
的
な
不
安
定
を

も
た
ら
す
と
い
う
複
数
の
研
究
知
見
を
踏
ま
え
、
出
院
後
の
生
活

設
計
に
つ
い
て
、
仕
事
面
や
金
銭
面
か
ら
も
検
討
で
き
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
内
容
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

98



解説／女子少年院在院者を対象とした「性に関するプログラム」の改訂について （令和 5年 4月．刑政134巻 4 号）

（
四
）
対
話
形
式
の
学
習

対
象
者
が
、
教
材
の
内
容
に
興
味
を
持
て
る

よ
う
、
ま
た
、
各
自
の
ペ
ー
ス
で
学
習
で
き
る

よ
う
、
複
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
次
頁
図
２
）

が
対
話
し
な
が
ら
進
行
す
る
形
式
と
し
ま
し

た
。
こ
の
形
式
は
旧
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
引
き
継

い
だ
も
の
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
榛
名
女
子
学

園
の
職
員
の
方
に
描
い
て
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。

ア
　
つ
ぼ
み

こ
れ
か
ら
開
い
て
花
に
な
ろ
う
と
す
る
つ

ぼ
み
た
ち
が
主
人
公
で
す
。
こ
の
ワ
ー
ク
に
登

場
す
る
つ
ぼ
み
の
発
言
は
、
実
際
に
在
院
者
か

ら
語
ら
れ
た
内
容
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
。

現
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
在

院
者
が
つ
ぼ
み
の
発
言
に
共
感
し
、
自
身
の
気

持
ち
や
考
え
を
言
語
化
し
や
す
く
す
る
こ
と

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
の
中
に
は
、
た
び
た
び
、
悩
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表　「性に関するプログラム」の単元及び内容
単元名 内容

１ お⾦と交換できるもの
性売買への関わりとは何かを考え、これまで⾏ってき
た性売買への関わりのメリット・デメリットを整理す
る。

２ これまでの⽣き⽅ 性売買への関わりと犯罪等の関係性について考えると
ともに、犯罪等に巻き込まれる危険について考える。

３ わたしのからだ①〜性感染症と避
妊

性的⾏為への関わりが⾃分の⼼⾝に及ぼす危険（性感
染症感染、予期せぬ妊娠等）について知り、危険なこ
とへの対応策を理解する。

４ わたしのからだ②〜妊娠と中絶 妊娠についての知識を⾝に付け、予期せぬ妊娠等をし
た場合、中絶をする選択肢があることを知る。

５ わたしのからだ③〜出産と⼦育て
妊娠・出産をした場合、どのような対応策・サポート
があるのかを知り、⼦育てに伴う責任についても考え
る。

６ お⾦と仕事 性売買に関わることで、お⾦や仕事への価値観が社会
的価値観とずれていく事実について考える。

７ ネット・スマホとのつきあい⽅
インターネット上のトラブルについての知識を⾝に付
け、これからのインターネットやスマートフォンの使
い⽅について考える。

８ わたしのきもち①〜きもちのバラ
ンス

依存についての知識を⾝に付け、気持ちを安定させる
ために依存していた事実や⾃分の依存傾向を理解す
る。

９ わたしのきもち②〜依存症って？
依存症になりやすい背景、関係性依存の危険について
理解し、依存症への対応策・サポート⽅法について知
る。

10 わたしのきもち③〜いやな思いをしたとき
ＤＶや暴⼒、トラウマについての知識を⾝に付け、被
害者は悪くないことを理解し、被害からの対応策・サ
ポート⽅法について知る。

11 わたしをとりまく⼈間関係 境界線をキーワードに、健全な⼈間関係を維持する⽅
法について考える。

12 これからの⽣き⽅ なりたい⾃分になるために、これからの⽣き⽅につい
て考える。
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ん
で
い
る
つ
ぼ
み
が
登
場
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
悩
み
も
、
在
院
者

か
ら
語
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
悩
み
に
対
し
、
対
象
者
が

自
分
な
り
に
回
答
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
少
し
ず
つ
、
自
分
自
身

の
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

イ
　
花

つ
ぼ
み
た
ち
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
を
務
め
る
の
が
花
で

す
。
花
は
、
つ
ぼ
み
た
ち
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
考
え
を
深
め
る
き
っ
か
け
を
作
り
出
す
役
割
を
担
い
ま
す
。
花

は
、
あ
え
て
価
値
観
を
出
さ
な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
立
場
に
し
て

い
ま
す
。

ウ
　
そ
の
他

太
陽
が
様
々
な
情
報
の
説
明
の
役
割
を
担
い
、
て
ん
と
う
虫
が

単
元
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
随
所
に
イ
ラ
ス
ト
を
取
り

入
れ
、
対
象
者
に
と
っ
て
、
取
り
組
み
や
す
い
教
材
と
な
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。

四　

指
導
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
個
別
の
自
主
学
習
を
基
本
と
し
、
対
象
者
が

取
り
組
ん
だ
学
習
内
容
に
つ
い
て
、
指
導
者
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
な
が
ら
指
導
を
進
め
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
性
」
の
問
題
を
含
め
た
、
対
象
者

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
内
面
に
深
く
関
わ
る
事
柄
が
扱
わ
れ
ま

す
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
表
現
さ
れ
る
対
象
者
の
思
い
や
考
え
は
、

対
象
者
自
身
の
「
生
き
方
」
の
一
部
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

指
導
者
が
、
指
導
者
の
思
う
「
正
し
い
方
向
」
に
導
こ
う
と
し
て

し
ま
う
と
、
対
象
者
が
自
分
自
身
を
否
定
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
の
意
見
や
考
え
の
内
容
の

是
非
よ
り
も
、
対
象
者
が
自
分
の
思
い
を
言
葉
に
し
よ
う
と
し
た

100

図２�　「性に関するプログラム」に登場する
キャラクター

太陽

てんとう虫

花 つぼみ
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こ
と
、
自
分
の
内
面
に
目
を
向
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
対
象
者
の

姿
勢
や
取
組
を
尊
重
し
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
も
と
よ
り
、
少
年
院
で
は
、
対
象
者
と
の
信
頼
関
係

や
、
安
心
感
・
安
全
感
の
あ
る
場
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
基
盤
を
い
か
し
、
対
象
者
が
安
心
し
て
学
習
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
な
、
程
よ
く
適
切
な
関
わ
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
指
導
の
過
程
で
は
、
指
導
者
自
身
の
「
性
」
へ
の
考
え

方
や
関
わ
り
方
が
お
の
ず
と
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
指
導
者
に

も
心
理
的
な
負
荷
が
か
か
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
対
象
者
だ

け
で
は
な
く
、
指
導
者
の
ケ
ア
や
職
員
間
の
サ
ポ
ー
ト
も
大
切
で

す
。外
部
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
助
言
を
受
け
る
こ
と
も
、

一
つ
の
助
け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

五　

お
わ
り
に

以
上
、「
性
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
概
要
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
く
の
施
設
で
活
用
さ

れ
、
女
子
の
在
院
者
に
対
す
る
指
導
の
充
実
に
向
け
た
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
女
子
を
収
容
す
る
少
年
院
に
お

け
る
指
導
の
積
み
重
ね
の
先
に
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
改
訂
作
業

に
当
た
っ
て
も
、
各
少
年
院
の
職
員
の
皆
様
か
ら
多
大
な
御
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
原
型
で

あ
る
「
性
問
題
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
個
別
指
導
用
教
材
を
中
心

と
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
榛
名
女
子
学
園
の
職
員
の
皆
様
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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